
第３８回 卒業証書授与式

卒業式 

進級おめでとうございます 

 

 ３月１２日（木）、雲 1つない晴れやかな空のもと、第３８回

卒業証書授与式を挙行いたしました。 

 今年度の卒業生は１７５名です。ご家族やご来賓、在校生から

の温かな祝福につつまれながら、一人一人が堂々と卒業証書を受

け取り、成長した姿を立派に示し巣立ちました。 

式の後半は、別れを惜しみながら、在校生が『春に』、卒業生

が『遥か』を歌い、最後は全校で『大地讃頌』を歌いあげました。 

とくに、３年生の合唱『遥か』は、圧倒的な声量と、涙をこ

らえながら

歌う姿が、

歌詞の内容

とも相まっ

て、会場の

全員が聴き

入る感動の

合唱でした。 

 ３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日１９日（木）は修了式を行いました。 

卒業式では、３年生を手作りの装飾で見送った１，２年生。 

 

この１年で、学習や部活動を通して自身の力を高めただけでは

なく、他者を応援したり励ましたりする心も大きく育ってきてい

ることをあらためてこのような装飾づくり等から感じます。 

４月には新入生が入学します。２年生は生徒会スローガンのご

とく「飛躍」する１年を目指してほしいです。１年生は１年前の

自分を思い出しながら新入生をサポートしてほしいです。 

１，２年生の皆さん、進級おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１年間 ありがとうございました 
保護者の皆様、本校の方針にご理解・ご協力くださり、あ

りがとうございました。春休みは、学習の充実・ＳＮＳやゲー

ムの適度な使用・安全な自転車利用等について親子で積極

的に話題にしていただければ幸いです。 

地域の皆様、生徒を見守り、応援してくださり、ありがと

うございました。引き続き、交通安全や元気な挨拶等につ

いて、見守りやご指導をお願いいたします。 

来る令和８年度、本校は創立４０周年を迎えます。 

生徒一人一人の学校生活が一層充実したものに 

なるよう努めてまいります。また交通安全や害獣 

対策等を徹底し、安心安全な環境保持にも努めて 

まいります。今後とも、本校教育へのご理解・ご協 

力をどうぞよろしくお願いいたします。 
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平成22年、23年生まれの皆さんが、これまで育ち、成長し

てきた15年という月日は、発災から15年を迎えた東日本大震

災 復興の歩みと重なります。 

 また、中学入学後のこの 3 年間は、コロナ禍の自粛が少しず

つ解消され、新たな学校生活のスタンダードを模索してきた時

期と重なります。 

 このめぐり合わせの中、時には不安にさいなまれたり、不便

さを感じたり、我慢を強いられたりする場面も多々あったこと

と思います。しかし、一方で皆さんは、命の大切さや、思いや

りのありがたさ、助け合いの価値について、ほかの世代以上に

たくさん学ぶ機会を得、身に付け、実践してきました。 

とくに、小中9年間の集大成となるこの一年は、最高学年とし

て、1、2年生をリードしながら、これまで身に付けた力を存分

に発揮しました。スローガン『志』のもと精力的に取組んだ生

徒会活動。学年を超え全校の一体感を味わった体育祭や文化祭。

県大会に8競技、東北大会に5競技、全国大会に3競技が出場

した中総体での活躍。 

いずれの場面においても、皆さんが仲間に声援を送る姿、後

輩を励まし教える姿、頑張る人をリスペクトしつつ自分自身の

目標や励みとする姿など、たくさん目にすることができました。 

 滝沢中学校のリーダーとして、皆さんが伝え続け、実践し続

けてきた「命や健康を大事にすること」、「思いやり」、「助け合

い」、「認め合い」は、令和の滝沢中学校の大切な価値として、

皆さんから引き継ぎ、大きく育てていくことを約束します。 

 本日迎える卒業は、新たなステージの始まりです。自分の可

能性を強く信じ、夢の実現目指して、我が道を切り開いていっ

てください。 

これからも、予期しない災害や困難さに直面することがある

でしょう。その時は、これまで学んだ知識や経験を生かして、

自分の命・健康を守り抜いてください。また、どんな時でも、

自分より弱い立場の人に寄り添う心を、忘れないでください。 

 

（「式辞」より） 

↑

記
念
の
ぼ
り
の
図
案 

  

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
害
獣
ネ
ッ
ト↓

 


